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概 要
・９週間の中堅職員研修の１コマ(３時間)で「地方分権改革のこ
れまでの経緯と成果」と題し，地方分権改革のこれまでの経
緯と成果及び現在行っている「提案募集方式」について，事
例を取り上げて丁寧に解説した。特に「提案募集方式」は，自
治体の独自性を活かした政策展開が可能であること，自治体
職員が自らの発想と創意工夫により課題解決を図る意欲を
持って取り組むことの重要性を説いた。

・研修後のアンケート結果では、「各自治体が特性を活かして
取り組んでいるのが興味深く，住民に一番近い市町村職員と
しての使命感を見直す機会となった。」、「地方創生が叫ばれ，
地方分権改革が進展する中，県や市町村職員が自らの自治
体の発展のために必要な知識や能力を身に付け，執行して
行く必要性を強く感じた。」等の意見が寄せられた。
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